薬用植物図説 -ﾎﾞﾀﾆｶﾙｱｰﾄから見た薬用植物- by 正山 征洋 & Yukihiro SHOYAMA















正 山 征 洋
（長崎国際大学 薬学部 薬学科）
Medicinal Plant Illustration:
Medicinal Plants watching from Botanical Art
Yukihiro SHOYAMA
（Dept. of Pharmacy, Faculty of Pharmaceutical Sciences, Nagasaki International University）
Abstract
Botanical art is a coined word combined with botanical and art.　It is well known that the 
botanical art should be illustrated in fine detail basically.　 When Age of Discovery had been 
expanding in the world the botanical art became popular in Europe, and various novel plant kingdoms 
were introduced into European countries during 17th～18th century.　At the same time many artists 
were sent to various countries and illustrated the novel plants in fine detail.　Therefore, the botanical 
arts could be presented as an illustrated book of plants.　Since many elaborate Grass Flowers have 
been collected in The Harved Museum of Natural History, the author tries to compare together 
both botanical arts.　The botanical art also means medicinal plant, therefore approximately 100 
species of medicinal plants are selected, and their morphology and efficacy of medical usage are 
decumented.
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かれた Favourite Flowers of Garden and 
Greenhouse、Sowerby（Ｓ と 略 す）に よ る 
English Botany（１７９０１８１４）、フ ラ ン ス で 
d’Apreval 等により発刊された Revue horticol ou 
Journal des jardiniers et amateurs（１８２９
１８６４）、Anne Pratt によりイギリスで発行され
た The Flowering Plants, Grasses, Sedges and 
Ferns of Great Britain（１８５０）等である。ま
た、１８５０年代の Trupin（Ｔと略す）の作品も























































　キクが Step による１８３０年代発行の Favourite 
flowers of garden and greenhouse に載ってい



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ミツガシワ（Bulliard Jan Batiste Francois Pierre, 
１７８０１７９３）（図９１）
 
　リンドウ科に属し沼に自生する多年生草本である。
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名前の通り３枚の小葉が水際から出て、春に花穂を伸
ばし穂状に白い五弁花を多数開く。根茎は高血圧に又
葉茎は苦味健胃薬とする。
メギ（Ｔ）（図９２）
 
　メギ科に属する落葉小灌木で、山地に自生する。茎
には多くのとげがあり、春先に黄色い小さな花を開く。
秋には絵に見られるような真っ赤な美しい果実を結ぶ。
地上部には健胃、整腸作用があり、また、地上部の煎
液で目を洗えば充血を直す効果がある。メギは「目木」
から付けられた名前と言われている。
モモ（Ｔ）（図９３）
 
　バラ科に属し、アンズより遅れてピンクや白の花が
美しく開く。葉は乾燥してお風呂へ入れるとあせもに
効果がある。種子は桃仁と呼ばれ血の巡りが悪い 血
（おけつ）症状の改善のために桃核承気湯等の漢方薬
に配合される。  
ヤドリギ（Ｔ）（図９４）
 
　ヤドリギ科に属する雌雄異株の常緑半寄生の灌木で
ある。この作品はヨーロッパに自生するオウシュウヤ
ドギリである。早春に枝端に小さな黄緑色の花をつけ、
後に球形の黄色の果実を着ける。冬の林で落葉した梢
に濃い緑をしたかたまりが見られることが多く、遠く
からも良く目に付く植物である。鳥が実を食べて糞を
し、消化されなかった中の種子とともにねばねばした
ものも排泄され木の幹で発芽して増殖する。このねば
ねばしたもので昔は小鳥を捕まえていたことが思い出
される。果実を除いた全草をせんじて利尿薬とする他、
神経痛、解熱、婦人病に用いる。
ヤナギ（Ｓ）（図９５）
 
　山地の川沿いに自生する落葉性の潅木である。根元
から多くの枝が伸びて、長楕円形で表は黄緑色で裏は
銀白色の葉が互生につける。早春に小さな花が穂状と
なり開花と同時に綿毛に覆われてくる。枝は消炎、鎮
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痛、利尿作用、葉は解毒、利尿作用、花は止血作用、
根は利尿作用を持っているのでそれぞれ薬用として用
いられる。ネコヤナギの仲間はアメリカンインデイア
ンが風邪の時に用いた伝統医薬であり、そこから鎮痛
作用を持つ成分が見つかり、アスピリンの合成につな
がった歴史的背景がある。
ヤブツバキ（Ｕ）（図９６）
 
　暖地の山地に自生、また庭に広く植栽される落葉性
高木である。葉は革質で照りがあり、互生につく。晩
秋から早春にかけて一重や八重の、赤や白の美しい花
を開く。果実は大きく椿油の原料とする。椿油は整髪
料として、又、高級天ぷら油として珍重される。
ヤブラン（Ｃ）（図９７）
 
　ユリ科に属する多年生草本である。ジャノヒゲに似
ているが、ヤブランはより日陰地に成育し、全体的に
大型で、葉が立ち上がる。また、花は穂状で立ち上が
り、果実が黒熟する。 塊根は大葉麦門冬（たいようば
くもんどう）と称し、煎じて服用すると、痰を切り、
咳止め、強壮に効果がある。また、薬用酒として強壮
にも利用される。
ユキノシタ（ES）（図９８）
 
　湿った土地に自生するユキノシタ科の半常緑の多年
生草本である。鑑賞用として庭に植えられているのを
よく見かける。葉の上面は緑色で裏面は暗赤色を帯び、
全体に細かい赤毛を密生する。春から夏に円錐花序を
つけ白色の花を開く。ユキノシタの名は「雪の下」ま
たは「雪の舌」の意味で、葉が越冬しその上に雪がつ
もった状態から付けられた。葉を虎耳草と呼び、生葉
をもんではると消炎、排膿剤として切り傷、火傷、し
もやけ、虫刺され、にきび、腫物に効果がある。また、
耳だれ、中耳炎、外耳炎等には生汁を耳に数滴入れる
と有効である。
ヨモギ（Ｐ）（図９９）
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　キク科に属する多年生草本で、早春全体毛に覆われ
た葉が伸びてくる。葉は３出複葉で小葉は先が尖り表
は緑色で裏は毛が多く白色である。秋に穂を出し多数
の小さな花を開く。全身浴、手浴、足浴することによ
り関節炎、リウマチ、筋肉痛、打身、神経痛等の痛み
止めに効果がある。晩秋枯れた葉をもんで毛を集めた
ものがお灸に使われる「もぐさ」である。早春若芽を
草餅に用いる。
 
リンドウ（左：Ｃ、右：Ｍ）（図１００）
 
　山地の草原に自生するリンドウ科に属する多年生草
本である。茎に葉が対生につき秋に茎の先端に紫色の
花数輪を開く。ただし、光があたらないと開花しない。
根茎は竜胆と称して、漢方薬に配合されると共に、苦
味健胃薬として用いられる。
